
イ 'L ..腫霊平艮アJ. 'tJj. Itまま
ペ』望。

き長計量@向 こ-， グググ 1; 11 11 グ H グ 11 1/ 11 1/ 1'.1' 1/ か 0 理 M監会 ZM2会 JE長
6~1ト6月 7白毒 事事計E 長長 522

ど ; 新館長
手 ;福中徳武山小奥橋水必村藤峯綿高石新渡中宮亀峯城鈴二児明役で会

YTF 6 4 1島早草木林田本口浦毒堂田井出住山辺村喜悶韓両木宮言関ZEE
J ムフ，.. !;!: .>ぞ j禅 菊 八 佐 達 保 佳 太 英 之卯月 権之一政 E 五定き会

i 一 色ず lまち tと !教市郎男利広忠控健哲郎男明教助市津繁六進茂郎雄一邦郎市めの五
I I 、 将 主 "-""-"'-""r"'¥"""""'_"""""'_"-""-""-"，-"，，，，-，，，，，-，，，，-，， ー"，-..，."，-..，.，.........._，-...."，-..，."........，，，，-..，.，，.......，._，..-.，_，..-.，，，.--_へ(ま総月

In j I二 ん Z jここ患に土事ここ212ことこここ号21fS22たF
! iL Lu'I 

府吉¥1 謝野 氏 i!?を224て一一←ー=二十一 一一日正喜七
I!~'~)\ fY_長YiUC目的位払生堕亙おEF品主主24若者主
11己地 ¥1 /吋ノ7〓t\\~田両世"なすうあてー こ月年母以
|乍ニニゴ 1 11バ全~ベて'(，- ¥ ¥っか か っ し 、 で が くをる けう和四とで得なを配いう と中金子上
l::d 仇思-... IγI "-.:見¥ トイ iてらのてる j多まな受とこでか年片し、のどし偶るのこににを家の

t .. ¥rよ(Ib庁i J__ __) i い、基、人福少たりけ、のすを金まのと状のて者本はのな日午受庭お
明~r I /こニグ騨l.iる年準届で社あ、まる引席。ぎをで五れ況四いや入、所つ年けの年
〉句Y"'/I 1-シア)か金がfICも年る今すこきけ め支の月にを十る、だ年得てのて方寄
ムJ ι~ ¥ y:も を 引 年 、 金 と ま 。 と 続 を る給ーかよ届ー扶本け 金 状 い 所 い な り

f針干 111 I 寸γ一丁-'知うき金毎のいで がい忘 大す年らつ出年養人で を 況 ま 得 る ど や
:ι U-U Ul ζ 土二記==:)れけあを年支う、 でてれ 切る間来てる中義のな受届すの人で

iZ - ~ -一一 ;まらげ支法給こ所 '*年て なか、年、もの務世〈けと。状は、身
I せれら給律をと得 な金い 屈ど福のとの所者話、てい 況、現体

iい の いなばか に うるにかち婦 字りが ま 字ゎ 5ま日め つま ら割て ん
5あ反中うらなず真なそでのいずつで「にし字「つ「もし日 iすににこてでこ、以、こ 0

5つ 対 の のなら離偽つのすがる離もし人はすの入て八そて本国の問、のいにの所上幕と
自 て に 約 はし、なれはてこ。「これたた L なまよ」は」のいの:でに九日ま、所得引準し

!時毒害12tEj弘主 とらZt ht;:えでJ221計4213tE票読2雲主
ミ夫でとも は と 分 も と 「 だ で 状 、 そ た せ 、 -， L_のもぞ心ERZEZE号ZE皇
き婦主のが 、 は た か い 人 そき態つのりん「あ Zによれ 型 出 方 福 出 出は出れに年

日正131?ijI1l関lllM Oil;t itfEiif白山 14片 i舎
はりでいら、なてすう II!I嘘 1111 がば いもうせれ 0 と味込害含2:EA宅22
iミド日ばJ。幸 11I1も I!IIiぷ主突 2セE V 討しら支た に十日、正

I111 一一 1111 ミまれ払た な日いかーし

!注くも が立は 張うお 111It'¥ illl 考のお い命と なて j住な り し
5意、の時点派ーなで主れ 1111ふ，_1111 えともれとるだこ私り家1民 し 、 ま ま 所 よ
主し社はと る に 個 ぜ き 張 の Ilil品.tT 1111 方いののとととろた主庭ミ課こたす得う
日ま会、場かし人かなもも 11I1嗣J1111 だう」もろいいをちす生i年と、。状。
hしの白合らてととい、の 1111 ⑪ 111 そ考 のでうう守は G 活ミ金が国 況
ミよも分 にでゆしいと場は うえ 、、わこる、 は白係あ民 届
Eうののよすかていを合おいの「 で方 人「けと、私 、iに る 年 の
~ 0 でもつ ο ね、まがにれかも人現すは のおでがとた メ主どと金 用
回 ものて ば社すあよのなのの代。、 もれす字れち チH 相 ぎ の 紙
P あ 」 、 な会とりつもく」もの ど のの。にがの でR 談はこ は
ミ る だ 「 らを、まてのととの世 ろ はも 表 人 守 メミく、と

こけ同 ぬ共私すは」九まもの ほ 、の わ間る チ属だ遠で 役
長とで分責同た。、と で お 中 う お lま れ の ペ ャR さ慮わ場

に な の 任 で ち 匡い「はれは の れ、 て使干 に5いなか に
〆-///////4TSlTJ， 0 < らあ

五ユ句，、 一 喝 E則 。、 句 。 ぜ出 ?TC翠E胃~:J~可事F都竜宮古事実理母実習~窓斥理!<l!;'膏君緊沼m可事互Aヲ表思ヲ窃F習ヨ望号

i「示品
[略

第127号

E
 

E
 i
 

区

長

会
新
役
員
審
ま
る

(毎月 l回20日発行)昭和42年5月20日(一)

f
 /

 

人事異事]発令

住宅入居者選候i委員会

定例民生委員会

身体障害者設立準備会

愛媛県議会議員選挙事務打

合会

12回 戦没者慰霊祭〔櫛生)

13日 農構改地区会長会

15日 愛媛県議会議員選挙投票日

18日 交通安全推進協議会

中小企業振興資令融資審査

会 (180万四の融資を内定)

戦没者合同慰霊祭(喜多滋・

長浜@大和地区〕

戦没者慰霊祭(出海〕

家畜共済制度説明会(大和〕

県単水路改良事業竣工検査

「豆柳地区〕

農道新設工事竣工検査

(大久保と小山地区〕

愛媛県喜多郡

長浜町役場

!I 印 刷 所 岸 本 印 刷 所

4月の人口動態-l
男 7、473 出生 11 ! 
女 8，208 死亡 11 1 

計 15，681 婚姻 8 1 

世得数 3，973 離婚 o1 

(末日現在) 1 
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留
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く
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ら
れ
て
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ま
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し
一

υ
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が
た
ま
り
、
人
聞
が
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れ
を
飲
ん

一

白

米

0
・
0
七
一
だ
り
、
食
べ
た
り
す
る
と
、
人
聞
に
も

↑
コ
ム
ギ
粉

0
・
0
五
一
た
ま
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

一
ハ
ク
サ
イ

0
・
0
一
二
一
そ
し
て
、
肝
臓
障
害
や
、
腎
臓
の
障

一
ホ
|
レ
ン
ソ
ク

0
・
0
五
一
生
一
口
が
主
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
き
ま
す
。

一
ニ
ン
ジ
ン

O
@
O五
一
有
機
水
銀
剤
と
は

農
薬
の
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。
一
な
り
の
中
毒
を
ひ
ぎ
お
と
し
て
い
ま
す
一
牛
肉

O
@
O三
一
セ
レ
サ
ン
、
水
銀
水
和
剤
、
水
銀
乳

こ
と
し
も
、
農
薬
散
布
の
時
期
が
一
矛
一
に
で
る
症
状
は
頭
痛
一
ブ
タ
肉

0
・
0
四
↑
剤
、
水
銀
粉
剤
、
ル
ベ
ロ
ン
、
内
ノ
ス
ブ

す
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
一
散
布
方
法
で
は
動
力
噴
霧
機
に
よ
る
一
鶏
肉

O
@
二
ハ
一
ル
シ
な
ど
で
す
。

農
薬
の
事
故
が
大
変
多
く
な
り
ま
す
。
一
事
政
が
圧
倒
的
で
す
。
一
リ
ン
ゴ

O
@
O五
1
一
体
内
に
は
い
る
と

五
月
十
五
日
か
ら
、
六
月
十
四
日
ま
一
農
薬
中
森
を
お
こ
し
た
場
合
の
症
状
一

0
0
一
O

一
有
機
水
銀
剤
の
中
毒
と
し
て
問
題
な

で
、
「
農
薬
危
害
防
止
運
動
」
が
全
国
一
は
頭
痛
が
長
も
多
く
、
中
毒
症
状
の
で
一
卵
の
白
身

0
・
0
八
一
の
は
、
慢
性
中
毒
の
ほ
う
で
、
主
と
し

的
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
た
ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
な
ん
の
治
療
も
一
卵
の
黄
身

0
・
三
四
一
て
、
脳
や
、
肝
臓
、
腎
臓
に
た
ま
ハ

農
薬
の
お
そ
ろ
し
さ
を
再
確
認
し
、
一
し
て
い
な
い
の
は
恐
る
べ
き
こ
と
で
す
一
ミ
ソ

O
@
O七
一
障
害
を
お
こ
し
ま
す
。

事

故

を

お

こ

さ

な

い

よ

う

に

注

怠

し

ま

一

毒

は

ど

こ

か

ら

は

い

る

か

一

(

単

位

U

P

P

色

一

薬

剤

散

布

時

の

注

意

し

よ

う

。

一

皮

脂

を

一

と

す

る

と

、

口

か

ら

は

、

一

有

機

リ

ン

剤

と

は

一

①

農
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、

か

な

四
人
に
ひ
と
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が
障
害
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そ
の
十
倍
、
鼻
(
呼
吸
)
か
ら
は
三
十
一
パ
ラ
チ
オ
ン
、
E
P
N
、
ホ
リ
ド

l
-
ら
ず
、
ゴ
ム
手
袋
、

7

ス
ク
、
帽
子

農
業
の
発
達
は
、
生
産
に
革
命
的
な
古
川
も
吸
収
さ
れ
ま
す
。
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、
テ
ツ
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、
ジ
メ
ト
エ

1
卜
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イ
一
長
袖
の
上
着
と
長
ス
ポ
ン
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ゴ
ム
長
ぐ

変
化
を
も
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し
ま
し
た
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一
ど
こ
が
や
ら
れ
る
か
一
ジ
ツ
ト
、
ア
ッ
パ
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ラ
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が
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な
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を
つ
け
る
。

け
れ
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も
‘
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て
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の
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。
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り
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。

農
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の
種
類
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で
は
、
有
機
リ
ン
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一
食
品
に
残
留
す
る
農
薬
一
エ
ン
ト
リ
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、

B
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、
S

B
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一
④
目
中
の
暑
い
と
き
を
さ
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、
朝
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の
強
中
毒
性
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も
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圧
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に
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く
十
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機
水
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は
、
急
性
中
毒
症
状
は
一

D
D
T
、
ガ
シ
7

ド
ル
な
ど
で
す
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一
の
涼
し
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時
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を
え
ら
び
、
二
、
三
時
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、
有
機
塩
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低
毒
性
の
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ま
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体
内
に
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簡
で
交
代
す
る
。

機
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刻
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水
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に
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体
内
に
蓄
積
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一
体
内
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吸
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れ
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と
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な
か
な
か
一
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か
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だ
を
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お
く
と
と
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ど
で
、
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そ
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で
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、
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な
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を
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の
で
、
そ
の
食
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一
@
薬
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、
必
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の
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二
〈
と
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管
す
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と
。
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そ
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有続放送電話番号簿追加(削除)表
(4月分)
名 番 号 部 落 名

昭夫 618 山際
藤寿 16 1法原通

エツコ 532 仁久

義久 i501J仁久をi797j紺屋
町l乞変更

26 松原通

652 昭和iA
i93J稲荷町を i651J駒
手町に変更
387 騎手町
94 稲荷JJJ
272 前奥

224 上成
271 新造答地

225 上成
270 新造替地

i6Jをi7Jに変更
195 j喬立下
124 橋立i浜
251 出海土居

59 東高松
64 西高松

(毎月 l回発行)
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宝生 政春
畑山伊佐夫

堀江 米子

矢野 基也
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亀井道夫
谷 浦正

中川ナミ子
藤岡栄
山 木武美
今坊隣保館
橋岡宗太郎
浜田長八

河 j牧万四郎
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坂田行義
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lまう;f

歯吉ーチががほいど

あん(d.'にfJ'るのよ。

。
六
月
四
円
か
ら
は
、
歯
の
街
一

生
週
間
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
ヨ
一

は
、
ぜ
ひ
子
供
さ
ん
の
歯
の
検
オ
ト
ミ

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

。
甘
い
も
の
は
、
虫
調
の
も
と

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
た
し
か
に
、

甘
い
お
菓
子
な
ど
は
、
口
の
中
の

細
菌
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
、
闘

の
石
灰
分
を
と
か
す
の
で
よ
〈
あ

り
ま
せ
ん
。

。
子
供
の
場
合
、
甘
い
も
の
さ

た
べ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
生
訟

に
か
か
り
ゃ
す
く
、
少
な
く
と
も

半
年
に
一
回
は
、
虫
歯
の
検
査
を

し
て
、
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

〈V
町
内
を
ま
わ
っ
て
い
ま
す
と

牛
乳
受
に
、
牛
乳
ピ
シ
が
、
は
い

っ
た
ま
ま
で
、
日
に
照
ら
さ
れ
て

い
る
の
を
見
受
け
ま
す
が
、
牛
乳

は
、
く
さ
り
や
す
い
も
の
で
す
か

ら
、
早
〈
始
末
し
ま
し
ょ
う
。

〈V
六
同
に
は
い
り
ま
す
と
、
農

家
で
は
、
農
薬
の
散
布
が
行
な
わ

れ
ま
す
。
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
本
号
で
は
、

を
特
集
し
ま
し
た
-

「
農
薬
」


